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本年度いくつか変更をさせていただいております。 
暑さ対策として開催時期を 10月に変更したことで、保護者テント設営をやめ、保護者席とともに、自由
に撮影・応援できるよう「ゆずりあいゾーン」の設置及び安全の視点から入退場門の設営も見直しを行い
ました。 
運動会終了後、アンケート等でご意見をお聞かせください。 
 

 

 

主体・協働・挑戦 
の活動を
Facebookにて
発信しています。 

１ 運動会がんばるぞ。 

運動会の PTA会長及び校長挨拶(「児童主体の運動会に」にするため、紙面にてお伝えいたします。) 

 令和６年度 PTA会長 西尾大佑氏あいさつ 

平素より PTA 活動にご理解、ご協力をいただき、ありがとうございます。校長先生をはじめ、諸先生
方には日頃のご指導を本当に嬉しく思います。子ども達の練習の成果、頑張る姿が見られることを楽し
みにしています。 
さて、PTA 三役といたしまして、本年度は「チャレンジの年」として、様々なことに挑戦しております。運
動会につきましても、例年とは違い、開催時期、会場設営等について変更をしました。保護者の皆様にお
かれましては、変更点も多く戸惑われる点もあるかとは存じますが、ご理解、ご協力のほど宜しくお願い
申し上げます。 

 

 

 令和６年度 校長運動会あいさつ 

今年の運動会スローガンは「一致団結 3つの心を育て、笑顔を絶やさず とにかく楽しめ!!」です。 
今年、下級生のために考え、行動する、「協働」の心の「他行力」の成長はすばらしかったです。 
今日、みなさんに一番付けて欲しい力は「協働」の心の「他行力」です。 
この力は、大原小学校１３８人がいつも友達や下級生を思い、行動する心です。この心が、学校全体
を高めようとする「学校力」になり、「一番みんなの心が育つ一日」となると思います。 

 
そして、今年度は、さらなる「児童主体」の運動会とするよう、挨拶等は児童が全て行います。「共通の
目的に向かってがんばり、友達を応援する、頼もしい児童の活躍をごらんください。 

 
大原小学校１３８人のがんばりは、きっと今日応援してくださるご家族の方々を笑顔にし、大原・東粟
倉の地域全体を元気にする力、「挑戦」の心「社高力」が大きく育つと思います。 
児童の皆さん、スローガンのように、一致団結し、楽しみましょう。 
保護者の皆様、３つの心で子ども達のがんばりをご覧頂き、ご声援をお願いします。 
 

 



  
 

 

2 大原小児童 5年生が提案・実現する「大原祭り」 

5 年生は、昨年度、秋祭り（古町）について調べ、次年度の秋祭

りで「観光客を増やすために」について提案をしました。「キッチン

カーを呼ぶ」→ゴミ箱を設置しよう「ポスターを作って貼る」「来場

者に、大人用と子供用のお菓子をプレゼントしよう」などのアイデア

を提案し、採用されました。 

今年度も、5年生は引き続き古町の屋台保存会の方にお世話に

なり、自分達の提案が自分たちのお祭りに貢献し、新しいお祭りを

実現するべく全力を尽くしています。 

お祭り当日は、３・4・5 年生等によるアナウンス、総合司会もある

そうです。 

今年度の 4 年生は、中町西の屋台を見学し、獅子舞などについ

て祭りの学びを深めています。 

大原小学校での学びが、どんどん地域と結びつき、学習が深ま

り、地域の方々に元気を届けたいです 

「4 年生になったら、5 年生になったらこんな勉強ができる!」と、

子ども達は上学年に憧れ、大原小学校の学びの伝統をつくってい

っています。 

 

 

 

紙垂作り（中町西）

・西町） 

真ん中：ポスター班 

ポスターを作り、町に貼りました。

右：祭り当日のアナウンス 

上：中町西の本田氏より笛の指導 

下：朝会で自主的に「お祭りクイズ」をする 

5年生 3人 

  

３ 6 年生修学旅行：今年から新たに、龍安寺に行きました。 


